
 

 

 

黒点による太陽の差動回転の計測 
 

武蔵高等学校中学校 太陽観測部： 

山田 優斗（高1）【武蔵高等学校】、今津 英翔、小川 泰生、栗原 昊士朗（中2）、 

衣斐 航太朗、遠藤 寛也、木村 空也、星 裕人、本川 佳弥（中1）【武蔵中学校】 
 

要 旨 
太陽は、自転速度が一定ではなく赤道の方が自転周期の小さいという差動回転をしている。これに伴い、緯度ごと

に黒点の移動速度が異なっている。そこで今回は、過去の黒点のスケッチ観測記録を用いて黒点の緯度ごとの自転速

度を調べることで、差動回転を検証した。 

 

１．背景・目的 
私たち太陽観測部は、1931年の創部以降、90年近くに渡って太陽黒点のスケッチ観

測を行っている(図1)。太陽では、緯度ごとに自転速度が異なり、赤道に近いほど自

転速度が大きくなっている差動回転と呼ばれる現象が起きている(1)。太陽の自転速

度は、極小期の方が速くなっており、周期によっても黒点が低調な時ほど速い。ま

た、両半球では僅かに南半球で自転速度が速い(e.g.,2)。このように黒点を用いた太陽

の自転速度や差動回転の計測は様々な観点から分析されてきた。私たちは、当部に

残る過去のスケッチ観測データでもこうした太陽の差動回転が反映されているのか

を明らかにするために、緯度別に黒点をサンプリングして自転角速度、及び自転周

期を求めた。 
 

２．研究方法 
(1)我々の過去の観測データから、2日間以上連続して観測された同じ黒点(暗部)

を抽出する。 

(2)太陽面経緯度図をスケッチ観測記録用紙に重ねて(図2)、連続した観測日の1日

目と2日目それぞれ黒点の太陽面上での経緯度を求める。 

(3)1日目と2日目の黒点の経度差を求め、観測時間差で割って緯度

ごとの(太陽の経度体系に対する)相対角速度を算出する。 

(4)算出した相対角速度に、太陽の経度体系の角速度を足して、実

際の角速度を求める。 

 
３．結果 
2010,11,14～16年の計62個の黒点の角速度を求めた(図3)。また、

黒点の角速度からその速度で移動した場合の自転周期も計算した

(図4)。図3,4で●丸及び破線は北半球、▲三角形及び実線は南半球

の黒点である。低緯度の黒点ほど角速度が大きく、高緯度になる

に従い、角速度が小さくなる傾向がわかる。 

 

４．考察 
結果から低緯度ほど自転周期が短くなる差動回転の特徴は確認

できたと考えられる。一方で、各々の黒点の角速度のばらつきや

スケッチの精度の限界などによって黒点ごとの角速度の差が大きく

なっていると考えられる。南北半球の間では、多少の差が見られた

が、サンプル数や精度の観点から有意だと考えることはできなかっ

た。 
 

５．結論 

当部のスケッチ観測データから太陽の差動回転が検出できること

が分かった。今後、太陽活動周期の極小期と極大期の差や南北半

球の差などを精査して、当部自前の観測記録からどこまでの議論ができるのか精査していきたい。 
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